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安
楽
行
品
第
十
四
「
不
男
」
に
つ
い
て
の
考
察

菊

　岡

　妙

　光

一
、
は
じ
め
に

　

株
式
会
社
電
通
に
お
い
て
「
電
通
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
・
ラ
ボ
」
は
、
二
〇
一
八
年
十
月
に
全
国
二
十
〜
五
十
九
歳
の
個
人
六
万
人
を
対

象
に
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
を
含
む
性
的
少
数
者=
セ
ク
シ
ャ
ル
・
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
に
関
す
る
広
範
な
調
査
を
行
っ
た
と
こ
ろ
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
層
に
該
当
す

る
人
は
八
・
九
％
、
十
一
人
に
一
人
が
該
当
す
る
と
い
う
結
果
が
出
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
左
利
き
や
Ａ
Ｂ
型
の
人
と
ほ
ぼ
同
じ
割
合
と

さ
れ
る
。

　

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
と
は
レ
ズ
ビ
ア
ン
（
女
性
同
性
愛
者
）、
ゲ
イ
（
男
性
同
性
愛
者
）、
バ
イ
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
（
両
性
愛
者
）、
ト
ラ
ン
ス
ジ
ェ

ン
ダ
ー
（
心
と
体
の
性
が
一
致
し
な
い
人
）
の
英
語
の
頭
文
字
を
並
べ
た
総
称
で
あ
る
が
、
身
体
的
な
特
徴
（
身
体
の
性
）、
服
装
と
し

ぐ
さ
（
社
会
的
、
文
化
的
な
性
）、
心
の
性
（
性
自
認
）、
恋
愛
の
対
象
者
（
性
的
指
向
）
を
男
性
か
女
性
か
で
表
し
て
み
る
と
、
多
様
な

セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
と
な
る
。

　

妙
法
蓮
華
経
安
楽
行
品
第
十
四
に
「
五
種
不
男
」
と
あ
る
。『
法
華
経
』
岩
波
文
庫　

坂
本
幸
男
・
岩
元
裕　

訳
注
に
「
五
種
の
不
男
」

と
は
、
半
陰
陽
の
者
、
五
種
の
男
根
不
具
の
者
で
、
①
生
不
能
男
…
生
ま
れ
な
が
ら
婬
す
る
能
わ
ざ
る
者　

②
半
月
不
能
男
…
男
女
両
根

を
具
し
て
半
月
は
婬
し
半
月
は
淫
す
る
こ
と
能
わ
ざ
る
者　

③
妬
不
能
男
…
男
女
二
根
を
具
し
て
一
根
が
淫
を
行
ず
る
を
見
て
他
の
根
に

妬
心
が
起
る
者　

④
精
不
能
男
…
二
根
を
具
し
一
根
が
淫
を
行
す
る
時
、
変
じ
て
男
根
を
失
う
者　

⑤
病
不
能
男
…
朽
爛
し
或
い
は
虫
が
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噉
み
、
或
は
截
り
去
ら
れ
た
者
（
十
誦
律
巻
二
十
一
参
照
）
と
訳
注
さ
れ
て
い
る
。

　
「
五
種
不
男
」
と
は
現
代
で
い
う
と
こ
ろ
の
性
的
少
数
者
と
い
う
こ
と
な
の
だ
ろ
う
か
、「
不
男
」
の
考
察
を
通
し
て
見
え
て
き
た
仏
教

的
観
点
を
述
べ
て
み
た
い
。

二
、
安
楽
行
品
「
不
男
」
の
考
察

『
安
楽
行
品
第
十
四
』
抜
粋

①�　
『
一
者
安
住
菩
薩
行
処　

親
近
処　

能
為
衆
生　

演
説
是
経　

文
殊
師
利　

云
何
名
菩
薩
摩
訶
薩
行
処　

若
菩
薩
摩
訶
薩　

住
忍
辱

地　

柔
和
善
順　

而
不
卒
暴　

心
亦
不
驚　

又＊
１

復
於
法　

無
所
行　

而
観
諸
法
如
実
相　

亦
不
行
不
分
別　

是
名
菩
薩
摩
訶
薩
行
処
』

②�　
『
云
何
名
菩
薩
摩
訶
薩
親
近
処　

菩
薩
摩
訶
薩　

不
親
近
国
王
王
子　

大
臣
官
長　

不
親
近
諸
外
道
梵
志　

尼
犍
子
等　

及
造
世
俗

文
筆　

讃
詠
外
書　

及
路
伽
耶
陀　

逆
路
伽
耶
陀
者　

亦
不
親
近
諸
有
凶
戯　

相
シ
ャ
相
撲　

及
那
羅
等　

種
種
変
現
之
戯　

又
不
親

近
旃
陀
羅　

及
畜
猪
羊
鷄
狗　

畋
猟
漁
捕　

諸
悪
律
儀　

如
是
人
等　

或
時
来
者　

則
為
説
法　

無
所
希
望　

又
不
親
近
求
声
聞　

比

丘　

比
丘
尼　

優
婆
塞　

優
婆
夷　

亦
不
問
訊　

若
於
房
中　

若
経
行
処　

若
在
講
堂
中　

不
共　

住
止　

或
時
来
者　

随
宜
説
法　

無
所
希
求　

文
殊
師
利　

又
菩
薩
摩
訶
薩　

不
応
於
女
人
身　

取
能
生
欲
想
相　

而
為
説
法　

亦
不
楽
見　

若
入
他
家　

不
与
小
女　

処
女
寡
女
等
共
語　

亦
復
不
近
五
種
不
男
之
人　

以
為
親
厚　

不
独
入
他
家　

若
有
因
縁　

須
独
入
時　

但
一
心
念
仏
』

③　
『
不
楽
畜
年
小
弟
子　

沙
弥
小
児　

亦
不
楽
与
同
師
』

④　
『
若
是
人
等　

以
好
心
来　

到
菩
薩
所　

為
聞
仏
道　

菩
薩
則
以　

無
所
畏
心　

不
懐
希
望　

而
為
説
法　

寡
女
処
女　

及
諸
不
男

　

皆
勿
親
近　

以
為
親
厚
』

●
安
楽
行
品
の
概
要

・�

安
楽
行
品
は
法
華
経
を
布
教
す
る
者
の
心
持
ち
、
内
面
の
在
り
方
に
つ
い
て
説
か
れ
る
。
安
楽
行
と
は
、
ど
ん
な
困＊

２

難
が
来
た
ろ
う
と
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も
、
自
分
で
自
身
を
安
ら
か
な
心
持
ち
、
喜
び
の
心
持
ち
、
安
穏
な
る
心
持
ち
で
も
っ
て
修
行
す
る
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
と
い
う

こ
と
。

・
身
安
楽
行
は
「
菩
薩
の
戒
」
と
も
い
う
べ
き
も
の
で
、
菩
薩
の
修
行
を
積
む
者
の
身
の
処
し
方
、
方
法
論
が
示
さ
れ
て
い
る
。

●
経
文
①
ー
線
＊
１
の
訳
を
み
て
い
く

『
法
華
経
』
岩
波
文
庫
に
は

　
「
求
法
者
が
如
何
な
る
対
象
に
も
心
を
惹
か
れ
る
こ
と
な
く
、
そ
れ
ら
の
も
の
の
固
有
な
特
徴
を
あ
り
の
ま
ま
に
観
察
す
る
と
き
、
そ

の
よ
う
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
の
も
の
に
疑
惑
を
抱
い
た
り
、
誤
っ
た
差
別
を
し
た
り
し
な
い
こ
と
が
、
求
法
者
の
行
動
で
あ
る
。」

『
現
代
日
本
語
訳

　法
華
経
』
に
は

　
「
さ
ら
に
、
こ
の
世
の
な
に
も
の
に
も
と
ら
わ
れ
ず
、
こ
の
世
の
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
も
の
の
真
実
の
す
が
た
を
見
抜
き
、
そ
れ
が
良
い

と
か
悪
い
と
か
、
自
分
の
判
断
を
く
わ
え
ず
に
受
け
入
れ
る
こ
と
に
ほ
か
な
り
ま
せ
ん
。」

『
法
華
経
・
全
二
十
八
章
講
義
』
に
は

　
「
自
分
だ
け
が
法
華
経
を
信
仰
し
て
い
る
偉
い
人
物
と
思
っ
て
は
な
ら
な
い
、
法
華
経
と
い
う
有
難
い
教
え
を
学
ん
で
使
っ
て
い
く
の

み
で
あ
る
と
い
う
心
持
ち
に
な
る
と
、
心
に
偏
っ
た
見
方
を
す
る
こ
と
が
な
く
な
り
、
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
も
の
の
本
性
、
道
理
が
善
き
分

か
っ
て
く
る
よ
う
に
な
る
。
わ
ざ
わ
ざ
世
間
的
に
目
立
つ
よ
う
に
せ
ず
、
自
分
の
好
き
な
者
だ
か
ら
親
切
に
し
た
り
、
嫌
い
な
者
だ
か
ら

排
除
す
る
と
い
う
親
疎
の
別
を
超
え
、
分
け
へ
だ
て
な
く
扱
う
心
を
持
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」

　

と
あ
り
、『
法
華
経
大
講
座
』（
＊
２
）
で
「
自
分
の
心
の
中
に
起
こ
っ
て
く
る
困
難
に
な
る
も
の
を
乗
り
越
え
て
い
く
こ
と
は
、
外
か

ら
加
わ
る
困
難
を
乗
り
越
え
て
い
く
こ
と
よ
り
も
更
に
難
し
い
。
心
の
中
に
増
長
し
た
心
持
ち
が
起
き
た
り
、
名
誉
を
求
め
る
心
持
ち
が

起
き
た
り
、
利
益
を
求
め
る
心
持
ち
が
起
き
た
り
す
る
。
こ
れ
を
制
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
」
と
あ
る
。
そ
し
て
、
真
理
に
目
覚
め

「
仏
陀
」
な
る
た
め
に
は
強
靭
な
意
思
が
必
要
で
あ
る
。
人
間
に
は
“
目
覚
め
”
を
邪
魔
す
る
数
々
の
悪
魔
、
つ
ま
り
心
の
う
ち
に
は

02-04　菊岡.indd   37 2021/03/07   11:04



「教化学研究12」2021. 3 38

「
迷
い
」
が
あ
る
。
欲
界
の
頂
上
に
君
臨
し
て
い
る
波
旬
と
い
う
名
の
魔
王
は
、
さ
と
り
を
開
こ
う
と
し
て
い
る
ゴ
ー
タ
マ
沙
門
に
対
し
、

さ
ま
ざ
ま
な
欲
で
邪
魔
を
し
て
き
た
。
富
や
名
誉
と
い
う
金
銭
欲
、
権
力
欲
。
三
人
の
美
女
と
い
う
色
欲
な
ど
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
ゴ

ー
タ
マ
沙
門
は
こ
れ
ら
に
少
し
も
関
心
を
示
さ
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
軍
勢
を
送
っ
た
が
。
刀
剣
は
折
れ
、
矢
は
落
ち
、
ゴ
ー
タ
マ
沙
門
を

貫
く
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。（『
仏
教
早
わ
か
り
百
科
』
ひ
ろ
さ
ち
や
）

と
い
う
仏
話
が
あ
る
よ
う
に
自
分
の
心
を
制
す
る
こ
と
が
何
よ
り
も
難
し
い
こ
と
が
わ
か
る
。

●
経
文
②
と
③
の
考
察

・
戒
律

　

釈
尊
の
教
え
が
広
が
っ
て
い
く
に
と
も
な
い
、
修
行
者
の
集
ま
り
で
あ
る
サ
ン
ガ
が
構
成
さ
れ
た
。
サ
ン
ガ
に
お
い
て
比
丘
の
二
百
五

十
戒
と
比
丘
尼
の
三
百
五
十
戒
が
ま
と
め
ら
れ
、
こ
れ
ら
の
戒
で
も
特
に
五
戒
を
犯
す
こ
と
は
重
罪
で
教
団
を
追
放
さ
れ
た
。

　

五
戒
と
は
、
不
殺
生
・
不
偸
盗
・
不
邪
淫
・
不
妄
語
・
不
飲
酒
で
あ
る
。
不
邪
淫
は
「
あ
ら
ゆ
る
欲
を
満
た
す
行
為
に
お
い
て
、
不
道

徳
な
愛
欲
を
い
だ
い
た
り
、
性
的
な
行
為
を
し
な
い
と
い
う
こ
と
」
で
あ
る
。
不
男
を
考
察
す
る
に
あ
た
り
不
邪
淫
戒
に
重
点
を
お
く
。

・
経
文
②
の
訳

　
「
文
殊
師
利
菩
薩
さ
ん
。
菩
薩
た
る
者
は
、
女
性
に
『
こ
の
方
は
す
て
き
！
』
と
い
う
よ
う
な
心
を
生
じ
さ
せ
る
態
度
で
、
教
え
を
説

い
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
む
ろ
ん
、
女
性
に
会
い
た
い
と
思
っ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
も
し
、
だ
れ
か
の
家
を
訪
れ
る
と
き
は
、
幼
い
女
の
子

と
も
未
婚
の
女
性
と
も
未
亡
人
と
も
、
話
を
し
て
は
な
り
ま
せ
ん
」（『
現
代
日
本
語
訳　

法
華
経
』）

　

ま
た
、
半
陰
陽
の
者
に
教
え
を
教
え
た
り
、
懇
意
に
な
っ
た
り
、
会
釈
を
か
え
し
た
り
し
て
は
な
ら
な
い
（『
法
華
経
』
岩
波
文
庫
）

・
経
文
③
の
訳

　

ま
た
、
見
習
い
の
僧
尼
や
、
僧
や
尼
僧
や
、
若
い
男
や
若
い
女
に
関
心
を
も
っ
て
は
な
ら
な
い
し
、
か
れ
ら
と
懇
意
に
し
た
り
、
お
し

ゃ
べ
り
を
し
た
り
し
て
は
な
ら
な
い
。
ま
た
、
隠
遁
生
活
を
重
視
し
て
は
な
ら
な
い
し
、
絶
え
ず
隠
遁
し
て
瞑
想
に
専
念
し
て
は
な
ら
な
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い
。（
岩
波
文
庫　

法
華
経
）

・�
経
文
②
と
③
よ
り
邪
婬
の
対
象
は
、
幼
い
女
の
子
、
未
婚
の
女
性
、
未
亡
人
、
半
陰
陽
の
者
、
見
習
い
の
僧
尼
、
僧
、
尼
、
若
い
男
性
、

若
い
女
性
と
な
る
。
こ
れ
ら
の
人
び
と
は
男
性
修
行
者
に
と
っ
て
性
的
感
情
を
抱
く
相
手
で
あ
り
、
境
遇
や
立
場
、
年
齢
等
が
違
う
だ

け
で
、
こ
の
世
で
生
き
て
い
る
人
々
で
あ
る
（
老
人
の
男
女
は
含
ま
れ
て
い
な
い
）。
こ
の
中
に
当
然
の
こ
と
と
し
て
半
陰
陽
の
者
が

含
ま
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
不
男
は
現
代
の
よ
う
に
性
的
少
数
者
と
い
う
く
く
ら
れ
た
世
間
で
の
認
識
で
は
な
か
っ
た
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。
な
ぜ
な
ら
、
日
本
に
は
男
色
文
化
が
昔
か
ら
あ
っ
た
よ
う
だ
。

●
日
本
の
男
色

　

日
本
で
は
、
古
く
か
ら
寺
院
に
お
い
て
は
女
人
禁
制
の
掟
が
あ
り
、
女
性
と
性
交
渉
を
す
る
こ
と
は
禁
じ
ら
れ
て
い
た
が
、
同
性
間
の

性
交
渉
を
禁
じ
る
掟
と
い
う
も
の
は
な
く
、
同
性
を
性
的
対
象
と
見
な
す
こ
と
と
異
性
へ
の
そ
れ
と
の
間
に
は
隔
た
り
が
な
か
っ
た
と
い

う
。
た
だ
し
こ
れ
ら
に
は
、
性
交
の
対
象
と
な
る
女
性
が
容
易
に
見
つ
か
ら
な
い
状
況
下
に
お
け
る
機
会
的
同
性
愛
や
、
女
性
に
近
い
容

貌
の
美
少
年
や
女
形
な
ど
の
女
装
少
年
へ
の
性
行
為
な
ど
、
異
性
愛
が
背
景
に
あ
る
も
の
も
含
ま
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

・
奈
良
・
平
安
時
代
の
寺
院
で
の
男
色

　

奈
良
・
平
安
時
代
に
は
仏
教
の
広
ま
り
と
と
も
に
、
寺
院
で
の
男
色
も
か
な
り
広
ま
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
奈
良
時
代
に
は
貴
族

の
子
弟
が
寺
院
に
入
り
、
僧
の
身
の
回
り
の
世
話
な
ど
を
す
る
こ
と
が
制
度
と
し
て
確
立
し
て
い
た
。
男
色
の
対
象
と
さ
れ
た
少
年
達
は
、

元
々
は
稚
児
と
し
て
寺
に
入
っ
た
者
達
で
あ
る
。
彼
ら
有
髪
の
少
年
は
寺
稚
児
、
垂
髪
、
渇
食
な
ど
と
呼
ば
れ
た
。
こ
う
し
た
稚
児
を
寵

愛
す
る
風
習
は
、
奈
良
時
代
以
降
か
な
り
仏
教
界
に
広
ま
っ
て
い
た
。
天
台
宗
な
ど
で
は
僧
と
稚
児
の
初
夜
の
前
に
行
わ
れ
る
「
稚
児
灌

頂
（
ち
ご
か
ん
じ
ょ
う
）」
と
い
う
儀
式
が
あ
り
、
稲
垣
足
穂
『
少
年
愛
の
美
学
』
に
詳
し
い
。
灌
頂
を
受
け
た
稚
児
は
観
音
菩
薩
の
化

身
と
さ
れ
、
僧
侶
は
灌
頂
を
受
け
た
稚
児
と
の
み
性
交
が
許
さ
れ
た
。
寺
社
内
で
の
男
色
を
知
る
貴
重
な
資
料
に
、
平
安
時
代
に
成
立
し

た
と
さ
れ
、
稚
児
灌
頂
に
つ
い
て
記
さ
れ
た
『
弘
児
聖
教
秘
伝
』
や
、
大
分
後
の
も
の
だ
が
京
都
醍
醐
寺
所
蔵
の
「
稚
児
之
草
紙
絵
巻
」
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（
元
享
元
年
、
鎌
倉
末
期
）
な
ど
が
あ
る
。（『
フ
リ
ー
百
科
事
典　

ウ
ィ
キ
ペ
デ
ィ
ア
（W
ikipedia

）』
よ
り
）

●�
仏
教
的
観
点
で
は
、
性
的
感
情
を
抱
き
欲
求
を
満
た
そ
う
と
す
る
対
象
に
、
若
い
男
性
や
見
習
い
の
僧
等
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

男
色
は
不
邪
淫
戒
を
破
る
こ
と
に
な
る
。

三
、
世
の
名
に
は
「
男
性
」
と
「
女
性
」
の
二
つ
の
性
別
し
か
な
い
の
で
な
く

　
　「男
性
」
と
「
女
性
」
の
二
つ
の
性
だ
け
で
は
な
い

　

公
益
財
団
法
人
人
権
教
育
啓
発
推
進
セ
ン
タ
ー
発
行
の
『
み
ん
な
が
自
分
ら
し
く　

性
の
多
様
性
を
考
え
る　

性
的
指
向　

性
自
認　

性
的
表
現
』
に
「
最
近
ま
で
、
世
の
中
に
は
「
男
性
」
と
「
女
性
」
の
二
つ
の
性
別
し
か
な
い
と
認
識
さ
れ
て
き
ま
し
た
」
と
あ
る
。
こ

れ
ま
で
の
一
般
常
識
が
非
常
識
で
、
認
識
の
誤
り
を
啓
発
し
て
い
る
。
仏
教
的
に
は
ど
う
な
の
か
調
べ
て
み
る
。

●
男
・
女
・
不
男
・
不
女
の
出
現

・『
大
い
な
る
帰
滅
の
物
語
』（
マ
ハ
ー
サ
ン
ヴ
ァ
ル
タ
ニ
ー
カ
タ
ー
、
Ｍ
Ｓ
Ｋ
）
か
ら
観
る

　
『
大
い
な
る
帰
滅
の
物
語
』
は
東
イ
ン
ド
の
小
乗
仏
教
正
量
部
に
所
属
す
る
仏
教
詩
人
サ
ル
ヴ
ァ
ラ
ク
シ
タ
に
よ
っ
て
十
二
世
紀
に
書

か
れ
た
梵
語
の
韻
文
作
品
で
あ
る
。
そ
の
第
二
章
か
ら
第
六
章
は
、
イ
ン
ド
小
乗
仏
教
の
神
話
的
な
宇
宙
論
が
、
技
巧
を
凝
ら
し
た
芸
術

的
文
体
で
描
か
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
和
訳
す
る
第
二
章
四
節
か
ら
第
四
章
第
一
節
ま
で
は
、
古
い
仏
教
聖
典
の
記
述
に
基
づ
い
て
、
地
上

に
人
間
が
現
れ
て
後
、
次
第
に
道
徳
的
に
堕
落
し
な
が
ら
社
会
を
形
成
し
て
ゆ
く
人
類
の
歴
史
が
神
話
的
に
語
ら
れ
て
い
る
。

・�

岡
野
潔
教
授　

九
州
大
学
人
文
科
学
研
究
院
、
教
授
『
大
い
な
る
帰
滅
の
物
語
』（M

マ
ハ
ー
サ
ン
ヴ
ァ
ル
タ
ニ
ー
カ
タ
ー

ahāsam

4vartanikathā

）
第
二
章
四
節
〜
第
四

章
一
節
と
並
行
資
料
の
翻
訳
研
究
に
は

○
第
一
部
Ｍ
Ｓ
Ｋ
と
文
献
Ⅹ
の
翻
訳　

第
二
章
第
四
節
死
す
べ
き
も
の
（
人
間
）
の
出
現

［
２
．
４
．
１
］
に
は
、
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そ
れ
か
ら
後
、
二
劫
の
間
、［
人
の
］
身
体
を
得
た
者
た
ち
、
男
・
女
・
不
男
不
女
の
［
性
的
］
区
別
が
な
い
体
を
有
す
る
、
死
す
べ

き
も
の
（
人
間
）
た
ち
は
、
虚
空
の
領
域
を
［
自
由
に
］
浮
遊
す
る
者
と
し
て
、
あ
た
か
も
雲
な
き
［
空
の
］
遊
星
た
ち
の
如
く
、
自
ら

の
身
体
か
ら
発
す
る
光
を
伴
っ
て
、
世
界
の
中
を
［
あ
ち
ら
こ
ち
ら
］
浮
遊
し
て
い
た
。

［
蔵
文
§
31
］

　

そ
の
後
に
、
各
自
の
業
に
よ
っ
て
［
自
然
発
生
的
に
］
生
じ
た
、
虚
空
を
［
自
由
に
］
浮
遊
す
る
、
女
・
男
・
不
男
不
女
の
［
性
的
］

区
別
が
な
い
、
自
ら
［
発
す
る
］
光
を
も
つ
［
肉
体
を
有
す
る
］
人
間
た
ち
が
、［
地
上
世
界
に
］
生
ま
れ
た
。

・
こ
れ
ら
か
ら
、
仏
教
的
に
は
、
人
間
は
最
初
か
ら
男
性
・
女
性
・
不
男
・
不
女
が
こ
の
世
に
存
在
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

●
ヒ
ジ
ュ
ラ
（H

ijra

）
の
存
在

　

イ
ン
ド
、
パ
キ
ス
タ
ン
、
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
な
ど
の
南
ア
ジ
ア
に
は
男
で
も
女
で
も
な
い
ヒ
ジ
ュ
ラ
と
呼
ば
れ
る
人
が
存
在
す
る
。
イ

ン
ド
の
ヒ
ジ
ュ
ラ
と
は
世
俗
社
会
の
規
範
を
捨
て
て
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
女
神
へ
帰
依
す
る
。
何
ら
か
の
身
体
的
同
一
性
（
生
ま
れ
な
が
ら
の
半

陰
陽
な
ど
）
を
具
え
て
お
ら
ず
、
そ
の
メ
ン
バ
ー
の
大
半
が
去
勢
を
通
じ
て
所
与
と
し
て
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
超
越
を
計
る
。
歴
史
的
に
は
、

紀
元
前
一
〇
〇
〇
年
頃
か
ら
紀
元
前
五
〇
〇
年
頃
に
か
け
て
イ
ン
ド
で
編
纂
さ
れ
た
バ
ラ
モ
ン
教
と
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
の
聖
典
で
あ
る
ヴ
ェ

ー
ダ
に
も
登
場
す
る
。
釈
尊
が
ご
在
世
の
頃
に
ヒ
ジ
ュ
ラ
は
す
で
に
存
在
し
た
こ
と
に
な
る
。

○
国
弘
暁
子
師
著
『
ヒ
ジ
ュ
ラ
：
ジ
ェ
ン
ダ
ー
と
宗
教
の
境
界
域
』
に
は

・
ヒ
ジ
ュ
ラ
は
世
俗
社
会
の
人
々
の
経
済
活
動
に
頼
り
な
が
ら
、
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
女
神
の
バ
ク
ト
（
帰
依
者
）
と
し
て
生
き
る
。

・�

ヒ
ン
ド
ゥ
ー
女
神
寺
院
に
通
う
ヒ
ジ
ュ
ラ
た
ち
は
、
乞
食
遊
行
を
せ
ず
し
て
寺
院
に
て
参
詣
者
を
待
ち
伏
せ
し
、
参
詣
者
か
ら
ダ
ク
シ

ー
ナ
（
布
施
）
を
受
け
取
る
。

・�

ヒ
ジ
ュ
ラ
は
、
奇
異
な
存
在
と
し
て
人
々
に
避
け
ら
れ
る
一
方
で
、
病
気
や
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
の
苦
難
を
抱
え
た
時
、
あ
る
い
は
人
生
の

門
付
を
行
う
場
面
に
お
い
て
は
、
ヒ
ジ
ュ
ラ
と
係
り
合
う
事
は
む
し
ろ
吉
事
を
招
く
と
も
捉
え
ら
れ
て
お
り
、
人
々
は
女
神
の
バ
ク
ト
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（
帰
依
者
）
で
あ
る
ヒ
ジ
ュ
ラ
に
対
し
て
ダ
ク
シ
ー
ナ
（
布
施
）
を
支
払
う
。
ヒ
ジ
ュ
ラ
は
、
女
神
の
ア
シ
ル
ワ
ド
（aashirvad�

恩

寵
）
を
授
与
す
る
と
い
う
宗
教
的
実
践
に
よ
り
、
聖
な
る
力
を
備
え
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
顕
示
さ
れ
る
。

・�
ヒ
ジ
ュ
ラ
の
も
つ
女
性
ら
し
さ
は
あ
く
ま
で
も
女
神
に
よ
り
与
え
ら
れ
た
超
自
然
的
な
も
の
。
ヒ
ジ
ュ
ラ
自
身
も
ヒ
ジ
ュ
ラ
と
は
女
神

の
命
の
も
と
、
女
神
の
奇
跡
的
な
力
に
よ
っ
て
誕
生
し
た
存
在
で
あ
る
と
語
っ
て
い
る
。

・�

ヒ
ジ
ュ
ラ
と
は
男
で
も
な
く
、
女
で
も
な
く
、
そ
の
ど
ち
ら
で
も
な
い
両
義
的
な
存
在
で
あ
り
、
ヒ
ジ
ュ
ラ
の
〈
両
義
性
〉
が
他
者
に

と
っ
て
受
け
入
れ
可
能
と
な
る
の
は
「
男
性
」
や
「
女
性
」
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
規
範
が
及
ば
な
い
聖
と
俗
の
境
界
線
に
切
り
結
ば
れ
る
時

で
あ
り
、
女
神
の
バ
ク
ト
（
帰
依
者
）
と
し
て
他
者
か
ら
承
認
さ
れ
る
時
で
あ
る
。

○
法
華
経
が
説
か
れ
た
時
に
は
、「
男
性
」
で
も
「
女
性
」
で
も
な
い
ヒ
ジ
ュ
ラ
が
存
在
し
た
。

○�

仏
教
や
イ
ン
ド
等
で
は
、
性
は
男
女
の
二
つ
だ
け
で
は
な
く
多
様
性
が
あ
り
、
特
別
な
事
で
は
な
く
社
会
に
お
い
て
ご
く
自
然
な
こ
と

で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
察
す
る
。

四
、
お
わ
り
に

●
『
宮
沢
賢
治
の
真
実　

修
羅
を
生
き
た
詩
人
』
よ
り

　

こ
の
本
の
著
者
、
今
野
勉
は
宮
沢
賢
治
の
恋
愛
対
象
は
異
性
で
は
な
く
同
性
で
あ
っ
た
こ
と
を
解
き
明
か
し
て
い
る
。
賢
治
は
同
性
を

恋
う
人
間
を
妙
法
蓮
華
経
は
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
、
真
正
面
か
ら
立
ち
向
か
お
う
と
し
答
え
を
探
し
た
。
本
文
中
か
ら
抜
粋
、
要
約
し

て
み
る
。

　

妙
法
蓮
華
経
譬
喩
品
第
三
《
今
此
三
界　

皆
是
我
有　

其
中
衆
生　

悉
是
吾
子
》「
今
、
こ
の
宇
宙
の
す
べ
て
は
私
の
領
土
で
あ
る
。

そ
の
領
土
に
い
る
衆
生
は
、
こ
と
ご
と
く
吾
が
子
で
あ
る
」。「
吾
が
子
」
と
は
「
仏
の
子
」
と
い
う
こ
と
。
仏
の
子
に
は
区
別
は
な
い
ゆ

え
、
同
性
を
恋
う
る
者
も
ま
た
仏
の
子
と
し
て
認
め
ら
れ
る
。
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妙
法
蓮
華
経
化
城
喩
品
第
七
《
譬
如
三
千
大
千
世
界　

所
有
地
種　

仮
使
有
人　

磨
以
為
墨　

過
於
東
方　

千
国
土　

乃
下
一
点　

大

如
微
塵
…
…
》
の
「
三
千
塵
点
劫
」
か
ら
賢
治
は
こ
の
宇
宙
に
自
分
が
存
在
す
る
正
当
性
を
得
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
作
者
は
捉
え
た
。

「
微
塵
」
の
訳
を
『
現
代
語
訳　

法
華
経
』
の
訳
者
、
植
木
雅
俊
は
「
原
子
」
と
言
い
か
え
て
お
り
、
賢
治
は
『
春
と
修
羅
』
の
中
で

「
こ
の
か
ら
だ　

そ
ら
の
み
ぢ
ん
に
ち
ら
ば
れ
」
と
い
う
叫
び
の
言
葉
を
書
き
し
る
し
て
い
る
。
賢
治
は
、
自
分
は
、
自
然
の
一
部
で
あ

り
、
自
然
と
一
体
で
あ
る
と
実
感
し
て
き
た
。
己
の
中
に
「
自
然
」
そ
の
も
の
の
よ
う
に
生
ま
れ
た
同
性
を
恋
い
慕
う
心
を
そ
れ
は
「
自

然
な
も
の
」
で
あ
る
感
じ
て
い
た
。

●
ま
と
め

・�

仏
教
で
は
、
も
と
も
と
人
間
を
男
、
女
、
と
い
う
二
つ
の
性
別
だ
け
で
区
別
し
て
お
ら
ず
、
そ
れ
以
外
の
性
も
存
在
す
る
こ
と
が
ご
く

普
通
の
事
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
人
間
の
身
体
を
構
成
し
て
い
る
の
は
微
塵
の
原
子
で
あ
り
、
人
間
も
自
然
、
環
境
、
世

界
、
地
球
、
を
構
成
す
る
自
然
の
一
部
で
あ
る
。
性
別
で
の
区
別
を
超
え
、
す
べ
て
の
人
間
は
仏
の
子
、
仏
の
魂
を
も
つ
尊
い
い
の
ち

で
あ
る
こ
と
を
根
本
と
す
る
。

・�

仏
教
に
お
い
て
、
性
的
欲
求
、
愛
欲
を
心
に
抱
く
こ
と
自
体
が
戒
を
犯
す
こ
と
と
な
る
。
成
仏
を
目
標
と
す
る
仏
教
徒
は
性
的
指
向
に

関
す
る
こ
と
は
否
定
的
な
立
場
と
な
る
。

・�

よ
っ
て
、
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
当
事
者
で
、
身
体
と
心
の
性
が
一
致
し
て
い
な
い
ト
ラ
ン
ス
ジ
ェ
ン
ダ
ー
に
関
し
て
は
そ
の
苦
し
み
に

寄
り
添
い
、
慈
悲
の
心
で
の
布
教
を
必
要
と
す
る
。
そ
の
他
の
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
（
人
間
の
性
）
に
関
し
て
は
、
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ

ィ
と
は
関
係
な
し
に
四
苦
八
苦
の
苦
悩
と
し
て
相
談
に
応
じ
、
仏
様
の
教
え
を
伝
え
そ
の
苦
悩
を
乗
り
越
え
て
い
け
る
よ
う
に
手
伝
い

を
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。
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